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齊藤 栄一
「水星のかなたへ」 （約15分）

（水星交響楽団創立40周年記念委嘱作品）

　 ̶  休 憩  （20分）    ̶

グスタフ・マーラー
交響曲第10番 嬰ヘ長調  （約75分）

（ルドルフ・バルシャイによる補筆完成版） 

第１楽章　Adagio
第２楽章　Scherzo
第３楽章　Purgatorio
第４楽章　Allegro pesante
第５楽章　Finale

水星交響楽団 第69回定期演奏会
40周年記念シリーズ vol.1

アンケートのお願い
演奏会終了後に、本演奏会のご感想をお聞かせください。
プログラムと一緒に配布しているアンケート用紙にご記入いただき、演奏会終了後にロビーで係員にお渡しいただくか、
こちらに掲載しているURL、もしくはQRコードからアンケートフォームにアクセスしてご記入ください。

　PCなどから→https://suikyo.jp/questionnaire/　　　スマートフォンなどから→
※演奏中は携帯電話、スマートフォンの電源をお切りください。アンケートは休憩中や演奏会後にご記入ください。

水星交響楽団
1984年に一橋大学管弦楽団の若手OB・OGを中心に結成。年
2回ペースで定期演奏会を開催。マーラーをはじめとした大
編成の曲に取り組む一方、一般的には意外に演奏されない佳
曲も積極的にとりあげており、特徴あるプログラミングは好
評を得ている。2019年の第60回定期演奏会のマーラー交響
曲第８番「千人の交響曲」、今回の第69回定期演奏会の交響
曲第10番(バルシャイ版)でマーラーの交響曲演奏を完成させ
る。楽団の名前の由来は、一橋大学のシンボルである「マー
キュリー」やセロ弾きのゴーシュの「金星音楽団」から来て
いる等いろいろ考えられる。
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ごあいさつ

本日はお忙しいところ、私ども水星交響楽団（略称：水響）の演奏会にご来場いただき、
誠にありがとうございます。

2025年は水響40周年のアニバーサリー。今回と次回（2025年12月）の定期演奏会は
40周年記念シリーズと銘打って特別なプログラムを用意しました。今回はその第１弾
です。

水響とマーラーのつながりが始まったのは1987年。第５回定期演奏会での交響曲第４番
が最初でした。以来ほぼ２年に１回のペースで演奏してきましたが10番は初めて。
予てから特別な思いが強い作曲家ですが、40年にしてようやくチクルス完成となりま
す。

交響曲第10番は、マーラーが亡くなる年の夏に集中して書かれましたが、急激な体調悪化により、完成することな
く彼は旅立ってしまいました。ほぼ骨組みだけの音楽（幸いにして曲の最初から最後まで残されていました）を何と
か演奏可能なものとすべく、研究者や音楽家によって膨大な労力が注ぎ込まれましたが、イギリスの音楽学者デ
リック・クックの補筆によりオーケストラ作品として全曲が演奏できるまでになりました。
それこそ気の遠くなるような膨大な作業だったと思われますが、作業にかかわった多くのメンバーがなぜそこまでの
情熱をもつことができたのか。それは、その「骨組み」しかない音楽の力に魅了されたからに他ありません。

個人的な見解ですが、まずこの曲は新しいアイデアに満ちています。
第１楽章のつんざくような不協和音、それから第2楽章の速い複雑な変拍子。これらはいままでのマーラーには見
られない大きな特色です。
さらに、この曲を作った時期、実はマーラーは音楽家としての頂点を迎えています。
ウィーン国立歌劇場は辞めたものの、交響曲第8番の初演が大成功をおさめ、ニューヨークとヨーロッパを頻繁に行
き来し多忙な指揮活動を行う一方、シェーンベルクやドビュッシーなど錚々たる音楽家との交流も記録されています。
様々な経験が産み出す未来志向の新しい音楽。彼の残した10番の「骨組み」こそ、まさにこれから新たに目指して
いくマーラーの思いの結晶であり、道半ばで実現できなかったその無念をなんとか晴らしたい、それこそが後世の研
究者たちに共通した強い思いだったと思います。

今回の10番はルドルフ・バルシャイによる補筆版です。ヴィオラ奏者として名をなし、ショスタコーヴィチとの親
交が厚いことで知られますが、その多彩な才能を活かし、クック版を基にして全く新しい10番像を創り上げま
した。完成されたのは21世紀に入ってすぐのこと。
水響マーラーチクルスの最後を飾ると同時に40周年の節目の年に未来を見据えた新たな出発。21世紀に書かれたバ
ルシャイ版を取り上げたのはそのような意味もあります。

また今回は、常任指揮者の齊藤栄一さんによる新曲の世界初演があります。題して「水星のかなたへ」。設立当初か
ら我々のことを最もよくご存じな齊藤さんが、未来へのエールを込めて創っていただいた明るくリズミカル、でもど
こか懐かしい響きのする素晴らしい曲です。
齊藤さん本当にありがとうございました！

それでは、ごゆっくりお楽しみください。

水星交響楽団　運営委員長　植松 隆治

©Takashi Fujimoto
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『水星のかなたへ』 作曲ノート　

　今回作曲した『水星のかなたへ』には2つの「水星」
が具体的な形となってあらわれます。
　まず「水星」といえば、クラシック音楽がお好きな方は
すぐに、イギリスの作曲家ホルストの管弦楽のための
組曲『惑星』の3曲目を思い起こされることでしょう。
　「水星」は英語でマーキュリーですが、そのもとと
なっているローマ神話のメルクリウス（ギリシア神話
のヘルメス）は学芸と商売の神であり、また音楽の才
能にめぐまれているばかりか、足が速いことでも知ら
れています。ホルストは、最後にあげたその特徴をい
かそうとしたのか、「水星」を急速なテンポ動く音楽で
あらわしています。しかも、調的に面白い仕掛けがほ
どこされていて、それぞれの小節の前半が変ロ長調
（シ♭が基音の調）、後半がホ長調（ミが基音の調）に
なっています。
　ちなみに、このふたつの調はもっとも遠い調関係に
なっていて、分かりやすく移調して示せば、たとえばハ
長調（ドが基音の調でシャープもフラットもつかな
い）と嬰ヘ長調（シャープが6つもつく）の関係になっ
ています。ただでさえ響きが全く共有されないこの2
つの調がめまぐるしく交代するこの「水星」という曲
は、それだからこそ、とても神秘的なサウンドになって
いるのでしょう。
　そこで、このホルストの「水星」に敬意を表して、私
の曲では以下のようにしてみました。
　曲の冒頭の激しい動きが途中参加の小太鼓の反
乱によってくだけ散ったあと、曲想はゆっくりしたもの
となり、もの悲しいメロディがフルート、ヴァイオリン、
ホルンの順で奏でられます。それがとぎれると、ヴィオ
ラとハープとシロフォンが、ホルストの「水星」の最初
の和音である変ロ長調をまず提示し、それにのってイ
ングリッシュホルンがゆっくりとソロを吹きます。つぎ
にヴィオラなどがホ長調の和音を同様に提示するな
かを、バスクラリネットがソロを奏でます。その直後
に、その和音隊にチェロとホルンがくわわって、この2
つの和音で大きな深呼吸をします。このかぎりなく離
れた2つの和音の連続がおりなす神秘をまずはお楽
しみください。

　さて、話は変わります。「水星」をアルファベットで
書くとSUISE Iとなりますが、これを構成する4つの文
字、すなわちS、U、I、Eはどれもすべてある特定の音
をあらわしえます。まずSですが、これをEsと書き直し
て「エス」と発音すると、これはドイツ語でミ♭を意味
します。次にUの横に小文字のtを添えてUtとし「ユト
」と発音すると、これはフランス語でドを意味します。
また、Iをローマ字で「イ」と読めばラのことですし、E
はそのままミになります。したがって「SUISE I」という
つづりは、「ミ♭-ド-ラ-ミ♭-ミ-ラ」という音の連続に
なります。そこで、水星交響楽団の皆さんに、音程の
変化がない一部の打楽器を除くすべての楽器で、こ
の曲の終わりちかくのところで、大音量のユニゾンで
高らかに「SU I SE I！」と歌い上げてもらうことにしま
した。
　さらにそのつぎに、皆さんのユニゾンでAの音を出
してもらいます。Aは音としては上述のようにたしかに
ラなのですが、これをドイツ語として読めば、「アー」と
なります。この「アー」は、皆さんが愛してやまない「水
星」を全員で歌い上げた直後のものであり、それは
「アー」でもなければ「ああ」でもなく、まさに「嗚
呼ーっ」なのであります。
　最後に題名についてですが、水星交響楽団がこれ
から50年100年と続いていってほしいという願いを
こめて何の気なしにつけました。しかし、あとから考え
てみると、水星は地球より太陽の内側を回っています
から、2つの惑星の位置関係によって「水星のかなた」
は太陽であることもあれば無限の宇宙空間でもある
ということにあとになって気が付きました。そこでこじ
つけっぽくなってしまいますが、この題名が、これから
の水星交響楽団が太陽のように輝きながら、同時に
また無限の可能性のかなたへと飛翔していってほし
いという私の願いが込められたものとして受け取って
いただければと思っています。

齊藤栄一
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齊藤 栄一
指 揮　　

京都大学にて音楽学を、国際基督教大学大学院にて美術史学を研究。この間、指揮法を尾高忠明、田中一嘉、円光
寺雅彦の各氏に師事。1981年には京都大学交響楽団と２週間に渡り、ドイツ、オーストリアにて演奏旅行を行
い、ザルツブルグ音楽祭などにて指揮。82年には関西二期会室内オペラ･シリーズ第９回公演、ブリテン作曲「ね
じの回転」（関西初演）の副指揮者を務める。84年に水星交響楽団の常任指揮者に就任。水星交響楽団、オルフ祝
祭合唱団との共催で、佐多達枝振り付けのバレエ「カルミナ･ブラーナ」（95年、東京文化会館）、「ダフニスとクロ
エ」（99年、新宿文化センター）を指揮した。その後、「カルミナ・ブラーナ」のバレエ公演では、神奈川フィル、東
京シティ・フィルも指揮している。2005年には、同曲を含むオルフの「トリオンフィ」３部作（４台のピアノと打楽
器）を指揮している。明治学院大学名誉教授。著書に「往還する視線　14-17世紀ヨーロッパ絵画における視線の
現象学」（近代文芸社）、「振っても書いてもしょせん酔狂」（水響興満新報社）がある。

©Takashi Fujimoto
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グスタフ・マーラー
交響曲第10番（ルドルフ・バルシャイによる補筆完成版）
楽曲解説

マーラー交響曲第10番とは
如何にレアな曲であるか

客：こんちは～。こんちは～。おや、留守かな？
（中に入る）あれ、壁にかかってるマーラーの肖像画
を前に頭を垂れて何してるんすか？

主人：（ゆっくり頭をあげて）今、遂に水星交響楽団が今回
の交響曲第10番でマーラーチクルスを完成させるこ
とになったと天帝陛下に報告していたところだよ。（感
極まってしばらく嗚咽）

客：いや、いきなりマーラーを「天帝」とか僕もお客さんも
ドン引きですよ、（小声で）やべぇなこの人。でもまあ
第10番完成版を含めたマーラーチクルスを達成した
のは、日本のアマオケで恐らく4団体目ですよね（都民
交響楽団、ジャパン・グスタフ・マーラー・オーケスト
ラ、新交響楽団、次いで水星交響楽団）。すごくめで
たいことじゃないですか。今日お邪魔したのも、あなた
がクレイジーな10番好きだと聞いたからなんですよ。

主人：誰がグレイシー柔術だよ！
客：どんだけ無理矢理聞き間違えてんねん！

主人：そりゃ僕は10番全曲版を演奏するのが今度の水星
交響楽団で9回目なくらいだから、好きなことはもの
すごく好きだけど。

客：9回目！あなたはともかく、意外にアマオケもやってるん
ですね。

主人：日本アマオケの10番全曲版演奏は今日で14番目と
なる。

①98/10/13 金子建志／19世紀オーケストラ（東京）
②04/01/04 角田鋼亮
／オストメール・フィルハーモニカ―（愛知）
③05/08/20 金子建志
／千葉フィルハーモニー管弦楽団（千葉）
④11/06/26 高橋勇太／ル スコアール管弦楽団（東京）
⑤11/12/25 角田鋼亮
／オストメール・フィルハーモニカ―（愛知）（バルシャイ版）
⑥13/03/20 末廣誠／都民交響楽団（東京）
⑦14/01/04 金山隆夫
／モーニングフィルハーモニー管弦楽団 正月フィル（東京）
⑧14/06/15 井上喜惟
／ジャパン・グスタフ・マーラー・オーケストラ（神奈川）
⑨19/03/09 齊藤栄一／オーケストラ イストリア（東京）
⑩20/03/24 大河内雅彦
／慶應義塾ワグネル・ソサィエティー・オーケストラ（東京）
⑪24/01/08 寺岡清高／新交響楽団（東京）
⑫24/05/26 井上喜惟／マーラー祝祭オーケストラ（神奈川）
⑬24/10/25 遠藤誠也／東京地下オーケストラ（東京）
⑭25/05/11 齊藤栄一／水星交響楽団（東京）（バルシャイ版）

以上であり、バルシャイ版は⑤⑭の2回であとはクック
版だ。ちなみに本年8月9日（土）千歳市において、北
海道ベートーヴェン協会という団体が白石一弘氏の
指揮で、各務健三郎版の宇宙初演を行う予定だが、
これは日本人補作版が初めてフルオケで音になる歴
史的公演なのでこちらも楽しみだな。さらに来年5月
に中部地方の某オケが日本初演となる別ヴァージョン
の全曲版を演奏するそうで、ようやく日本もクック版
一辺倒の状態を脱しつつあるようだね。

客：今回文字数がかなり限られているのに、エラく字数
を費やしましたね。まあ重要な情報ではありますが・・・

主人：1980年代以降、日本においてマーラーは一過性に
終わることなく演奏され続けているけど、こと10番全
曲版についていえば、アマは上記の通りだし、プロオ
ケでいっても都響が6回（渡辺暁雄、若杉弘、インバ
ル×3、バルシャイ）演奏している他は読響（バルシャ
イ）、群響（バルシャイ）、神奈フィル（金聖響）、大フィ
ル（インバル）が1回ずつ取り上げているのみというわ
けで、他の曲に較べれば圧倒的に淋しい状況だ。さら
に今回の水響のバルシャイ版演奏は、関東として
2006年にバルシャイ／読響以来ほぼ20年ぶりとな
る演奏だから、非常に貴重な機会となるね。

ヴァイオリン 髙橋 広
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客：まぁ10番全曲版がレアなのはよぉっく分かりました
けど、今日聞きに来たのは10番全曲版がレアなのか
どうかでなく、どういう曲かということなんですよ。

ようやく語ろう、
マーラー交響曲第10番についてを

主人：ではまず作曲の経緯を話さないと。マーラーは死の前
年である1910年の7月3日より、10番の作曲を開始
した。前作の9番が1910年4月1日に完成したばかり
であった事、また同じ年の9月1 2日に世界初演が
迫った畢生の大作、8番の苛烈なリハーサルで多忙
を極めていた事から考えるに、彼の灼熱した創造精
神はまさにこの時期絶頂期に達していたといえる。

客：確かに死を強く意識している心臓を病んだ人物とは
思えないエネルギッシュさですね。

主人：しかしまさにこの絶頂期、彼は精神が崩壊しかねない、
全生涯で最大の危機に襲われた。

客：妻アルマの不貞ですね。
主人：その通り。1910年7月半ば、彼が8番リハを一時終え、

避暑地トープラッハに戻ってから2週間後、妻のアル
マもヒステリー治療を終えそこへやってきた。しかしア
ルマは、療養先で若く才能豊かな建築家グロピウスと
不倫の恋に落ちていた。そしてグロピウスは赤裸々に
二人の情事を綴った手紙を間違えたふりをしてわざ
とアルマでなくマーラー宛に送りつけた。

客：幾重にもイカれてますね、グロピウス。
主人：当然マーラーは激怒するが、アルマは自分の不貞を棚

に上げ、マーラーの自分に対する無理解をなじった。
マーラーは強烈な衝撃を受け、自責の念にとらわれ
た。更に自分を愛するのが当たり前と思っていた妻
が、いとも簡単に若く魅力的な男のもとに走りさって
しまう、という恐怖にも襲われたんだ。

客：晩年のマーラーには辛すぎるシチュエーションですね。
主人：そうなんだ。死の予感との絶望的な対決、何より深く

愛しぬいた現世から別れねばならぬ恐怖、苦悩、美し
い現世への愛惜、憧憬、だからこそ一層痛切な現世
との別れを受け入れる深い諦念を9番で切々と謳い
あげ、彼は至高の境地に達していた。それがアルマを
失うかもしれないという明白な危機に直面し、自分を
受け入れ支えるいわば「聖母」としてのアルマの存在
があってはじめて9番の境地に達し得たこと、そしてア
ルマを失えば、ようやく辿り着いた至高の世界観さ
え、彼にとって全く無意味なものになりはててしまうこ
とをはっきりと理解したんだ。アルマが「悪女」である
ことが暴露された途端、「聖母」としての妻アルマの必
然性を悟るとは何という皮肉だろう。

客：いやもう聞いてるだけでいたたまれないですね。
主人：これで終わりと思っちゃいかんよ。更にその数日後の

8月5日、とどめをさすかのように、グロピウスがトープ
ラッハに現れたんだ。マーラーは最後の勇気を振り
絞って、グロピウスを無理矢理アルマに引き合わさ
せ、アルマにグロピウスを選ぶか、マーラーを選ぶか
決断を迫った。アルマは、その場ではマーラーを選ん
だが、その後もグロピウスとの密会を続けたそうだ。
マーラーとて彼女が真にグロピウスと縁を切ったとは
思わなかったろう。

客：私がマーラーの人生を追体験するとしても、この時期
だけは絶対にごめんですね。

主人：しかしマーラーの次女で後に彫刻家となったアンナ
は「もし、今、わたしの父がこの世に戻ってきたとして、
父がもう一度生きたいと願うのがその最後の数ヶ月
でないと誰にいえるのでしょう？」と言ったそうなん
だ。さすがに炯眼だね。真に創造的な芸術家は、どれ
ほど悲惨な、どれほど苦悩と苦痛に満ちた体験であっ
ても、それが最も深遠な作品を産み出すためにどうし
ても担わねばならぬものであるなら、結局それを選択
し、全身全霊をかけてそれに挑まずにはおれないとい
うことなんだ。

客：カッコいいけど、自分が孤高の芸術家でなくてよかっ
たって、心底思いましたわ！

主人：その後精神的な限界を超えたことを実感したのかマー
ラーは8月25日、ライデンに滞在していた精神分析の
開祖ジークムント・フロイトのもとまで診察を受けに
行く。フロイトのたった一回の診察によってマーラー
が生涯最大のアイデンティティー崩壊の危機を完全
に乗り越えたとは到底思えないけれど、それでも彼
は、9月12、13日に西洋音楽演奏の歴史上最高最大
の成功と断言してもよい、8番の世界初演を成し遂げ
た。一方、フロイトの診断以降その逝去の時まで、
マーラーは1 0番の作曲を進めてはいないようなの
で、マーラーが10番の作曲に取り組んでいたのは、
7月3日から8月25日、あるいは診断前の移動時間を
考えるとさらにその数日前までという僅か一か月半の
間のみということになるね。

客：その間にどのくらいまで完成させたんですか？
主人：そこが大事なところだね。マーラーは、第一楽章をほぼ

全て、第二、第三楽章は一部オーケストレーションと
全体的なパーティツェル（四声部による簡易スコア）、
更に第四楽章と第五楽章についてはほぼ全体的な
パーティツェルによる作曲を終えていた。特に第三楽
章以降には、この一か月半の間に起きた生々しい体
験が強烈に音楽に封じ込められており、聴いていると
そこに精神の根源を揺さぶる危機があるのを確実に
聴き取ることが出来るね。

客：しかし全体構成がわかっても、四声部だけでは演奏会
にはかけられないですよね。

主人：そうなんだ。1924年、アルマによって自筆草稿のファク
シミリが限定出版されてからは、上記の状況だったこ
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とが世に知られたが、1942年にアメリカのマーラー
協会はショスタコーヴィチに補作完成を依頼するも、
彼は丁重に断った。引き受けてたら、きっとスターリ
ンに粛清されていただろう。またマーラーの高弟アル
ノルト・シェーンベルクも1949年、アルマの10番補
作完成の打診を断った。引き受けていたら彼の大作
オペラ『モーセとアロン』みたいなオーケストレーショ
ンの曲になったんだろうか。大物作曲家二人は断っ
たものの、アメリカのカーペンター、イギリスのフィー
ラーらがファクシミリを基に補作への道を模索し始め
ていた。

客：そこにデリック・クックが登場するんですね。
主人：まさしく「♪ようこそここへデリッククック」だね。
客：まさしくって別に10番補作と桜田淳子の「わたしの
青い鳥」（1973年）関係ないし！

主人：クックの場合、BBC放送がマーラー生誕百年を記念
する番組を作成する際に、１０番を何らか音にした形
で聴取者に提供したいと考えて補作を始めたという
きっかけだったんだが、未発表のスケッチを入手出来
た事もあり、第四楽章のほんの一部を除けば殆ど全
曲を演奏出来るところまで復元する事に成功、協力
者の一人だったゴルトシュミットの指揮で19 6 0年
12月、遂に初演されたんだ（クック版第一稿）。

客：補作完成を望んでいたアルマもさぞ喜んでいたでしょう
ねえ。

主人：ところがまるで逆だった。アルマは未発表スケッチを
使用していた事を知って激怒し、演奏差し止めの通
告を行ったんだ。アルマとしてみれば、１０番が彼女
に対する告発を意味する音楽でもあることは充分に
理解していたわけだし、それまでも回想録や自筆ファ
クシミリ出版に際し、巧妙に自分が非難されそうな箇
所を削除したり改竄したりしてきたので、自分の「検
閲」を経ない未発表資料の使用に激怒したのは当然
といえば当然だね。

客：にしても折角完成した補作版がいきなり演奏禁止に
なっちゃったんですか！

主人：それでもバーンズらの仲介で、アルマは渋々その放送
録音を聴くこととなった。アルマは全曲を聴き終わっ
た後、終楽章をもう一度聴きたいと頼み、それが終わ
ると目に涙をため、「Ｗｕｎｄｅｒｂａｒ（素晴らしい）」
と優しく呟き、考えを改めクック版を全面的に容認し
たということだ。

客：実はその話知ってましたけど、何べん聞いても感激し
ますよね。

主人：穿って考えれば、自分に不利なピースが含まれていなく
て安心したからOKを出したのかもしれないけどね。
ともあれお墨付きを得たクックは更なる未発表スケッ
チも入手し、先にはほんの僅かだけ欠けていた部分も
完成させ、1964年、同じゴルトシュミットの指揮によ
りクック版第二稿が初演された。その後もクックはゴ

ルトシュミットの他、作曲家のマシューズ兄弟らの協
力も得て遂に1976年、集大成ともいうべきクック版
第三稿第一版を完成し出版、直後に他界した。マ
シューズ兄弟らは資料の読み直しを行い、更に禁欲
的な復元方法を厳守したクックの姿勢を一部変更し
たクック版第三稿第二版が1989年に出版され、現
在に至っているんだ。パーティツェルを逸脱せずオー
ケストレーションを施したクック版は若干地味ではあ
るものの極めて誠実で、後に登場する各種補作版の
中でも別格のスタンダードとなっているね。

交響曲第10番の版あれこれ

客：という訳で、ようやく版についての話になりました。
主人：現状ほぼ全曲復元の決定版ともいうべきクック版の他、

かなり地味なフィーラー版、破天荒なカーペンター
版、更にはクック版に基づき更にマシューズ兄弟的指
向を更に推し進めマーラーらしい色彩のオーケスト
レーションを施したレモ・マゼッティ・ジュニア版、本
日演奏されるバルシャイ版、ブルックナー第9番フィ
ナーレ補作で名をあげたサマーレ＆マッツーカ版、
第10番の補作完成と普及を自らの使命と位置づけ
る俊英ガムゾウ版、20人に満たない人数で演奏でき
る室内オケ用のカステレッティ版、さらには彫心鏤骨
の末、遂に日本人初の補作版に結実し、今年8月9日
に北海道で宇宙初演される各務健三郎版など多彩
な版が存在しているが、いずれもマーラーの本質を著
しく逸脱する版はなく、フィーラーやカーペンターを
除くといずれもクックの影響を受けている。

客：そんなに沢山版が存在しているんですね。
主人：そして本日はソ連が生んだ偉大なヴィオリスト・指揮者

のルドルフ・バルシャイによって補作されたバルシャ
イ版が演奏される。基本的にはクック版に依拠しなが
らも、ボンゴやガムランといった大量の打楽器、コル
ネット、ギターを用い、さらにチューバ二本を投入する
などオーケストレーションには相当の変更・補強が加
えられ、独特の音色感を持っている。ガムランなどの
せいでなんとなく異端的に見られがちだが、全般的に
は意外に正攻法で弦をたっぷりと厚く補強し、クック
とは違う部分も相当考え抜かれて楽器が変更されて
いることが実感される良版だね。

紙数もないのに楽章ごとの解説や！

客：最後に楽章ごとの解説を。第一楽章は前作第9番終楽
章に続いてアダージョです。

主人：第一楽章はマーラー自身による草稿でもほぼ完成して
いた唯一の楽章であるだけに、終楽章と共に最も濃
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密な音楽だ。緩やかなソナタ形式で、前半に三度出て
くるヴィオラによる瞑想的なモノローグは謎めいた旋
律であるが、この本当の意味は最終楽章後半で明ら
かになる。

客：ヴィオラパートソロは全曲の中でも最大の聴きものの
一つですね。

主人：主部では9番終楽章アダーヂォ冒頭を想起させるオク
ターヴ跳躍を伴った主題と邪悪で冷笑的な副主題
が交錯するうち、後半突如としてオーケストラ全奏が
炸裂する。何かを断罪するかのような凄惨な音楽の
中トランペットが「A（ラ）」の音を絶叫し、さらに嬰ハ
音の9つの音が同時に鳴り響き（カタストロフ和音）
引き裂かれた彼の内面を凄惨なまでにさらけ出す。

客：第二楽章スケルツォIは、びっくりするくらい変拍子
が続きますね。

主人：形式的にはABABAという形に近いが、A部はまったく
法則性のない変拍子で一貫するね。一瞬でも気を抜
くともう訳が分らなくなってしまう。しかし音楽の内容
としてみると、第四楽章スケルツォI Iに比べ随分楽天
的な音楽だ。バルシャイ版はコーダの速度をクック版
より1.5倍早く設定しており、更にここのところの打楽
器群を最も華麗に仕立て直しているので、是非ご注
目頂きたいね。

客：第三楽章は「プルガトリオ（煉獄）」というおどろおどろ
しい題名がつけられています。

主人：マーラーの全交響曲で最短の楽章だし、構造としても
大変にシンプルなABAの三部形式なんだけど、内容
的には極めて重要な意味をもった楽章だ。特に後半
の３つの楽章に現れる重要なモティーフであるサロメ
主題や救済主題がここで登場するので、この曲の「謎
解き」をする上で絶対に避けられニャロメ！

客：赤塚不二夫のニャロメは関係ないでしょ！サロメ主題
ってなんです？

主人：サロメは、旧約聖書の挿話からオスカー・ワイルドが
戯曲に甦らせた、父王に対し、自分の踊りの代償に聖
者ヨカナーンの生首を所望した悪女だ。リヒャルト・
シュトラウスがワイルドを原作に楽劇を作曲したが、
そこでサロメを表す主題としてこの音型が用いられて
いるんだ。

客：この楽章、確かに短いながらも不穏な音楽ですね。
主人：恐らくこの楽章を書く前に、彼はアルマの不貞を知ったん

じゃないかな。自筆譜の第三楽章の表紙の下半分は
ちぎりとられていて現存しないんだ。この部分にマー
ラーがアルマを断罪するかのような烈しい文章を連
ねていたからかもしれないし、だからこそ無断で補作
完成された時、アルマが秘密がバレたと感情的に
なった可能性がある。内容だが、主部Aは冒頭モ
ティーフが初期歌曲「浮世の生活」（最後に子供が餓
死する悲惨な歌曲）冒頭の引用となっていることから
も陰惨さが伝わってくる。B部に至ると非常に攻撃的

な音楽となるけれど、その中から4度下降音型が現わ
れる。これは彼最愛の楽劇『トリスタンとイゾルデ』に
出てくる愛の歓喜の示導動機ゆえ、この動機の引用
は「愛による救済」を意味していることが予想出来る。
自筆譜のこの動機の箇所に「死！変容！」「憐れみた
まえ！おお神よ、おお神よ、何故我を見捨てたもう
か！」等マタイによる福音書からの引用が書き込まれ
ているところからも、いかにこの動機が重大な意味を
もっていたかが分かるね。

客：第四楽章はスケルツォIIで、拍子は複雑だった第二楽
章のスケルツォIと違いずっと三拍子ですね。

主人：しかし精神的な内容としては正にスケルツォの極北と
もいうべき苛烈な音楽だ。自筆譜表紙には「悪魔が私
を踊りへいざなう。狂気よ、私をとらえよ、呪われた私
を。私が存在していることを忘れさせ、私の生を終わ
らせるように、私を打ち砕いてくれ！」という痛ましくも
恐ろしい書き込みがある。

客：うわあ追い詰められまくってますね！そりゃフロイトに
診察してもらいたくなるはずだわ。

主人：冒頭からしてオクターヴ下降と叩きつけるような音型
が楽章のキャラクターをあからさまに示している。絶
望に駆られた敗北覚悟の死闘の如きスケルツォ部
と、ヴィーン風の優雅なワルツ（の「パロディー風」）に
彩られたトリオ部というグロテスクなコントラストをも
つ両者が複雑に入り組んでいる。終盤、破滅的な打
撃音に打ちのめされてから音楽は次第に下降してゆ
き、不気味な断片が切れ切れに演奏されるうち、響き
の消された軍楽太鼓の一撃で突如衝撃的な終わり
を迎える。この軍楽太鼓につき、マーラーは第四楽章
自筆譜最終頁に「この意味はお前（アルマ）だけが
知っている」と書いている。アルマは色々説明をしてい
るけれど、本当のところが「アルマの裏切りがマー
ラーに与えた衝撃」であることは明々白々だろう。

客：第五楽章フィナーレ冒頭は異様としかいいようのない
世界が広がりますね。

主人：極度の緊張感の中、チューバが上昇音型を吹きかける
度に軍楽太鼓の一撃で中断を強制される。それは荒
涼たる死の世界のヴィジョンそのものだね。それでも
次第に音楽が形を採り始めた時に思いがけず現れる
のが、余りにも美しすぎるフルートの旋律だ。

客：あんなに不気味で救いのない世界から、突然マーラー
の生みだした最も美しく最も切ない旋律が流れ出すん
ですから、思わずここで涙腺が緩んでしまいますよね。

主人：僕ぐらいの達人になると、あの旋律を思い出しただけで
もう、ウッウッ。（嗚咽）

客：逆に羨ましくねぇ！
主人：（1時間後にようやく泣き止み）この旋律は第三楽章で

表れた救済主題を核としているが、冒頭の音型はA
（ラ）からG（ソ）に移るものであり、これはアルマから
グスタフ（・マーラー）へと受け継がれる愛のテーマで
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もあるだろう。しかしこの旋律が弦楽器に受け継が
れ、次第に昂揚した刹那、運命の軍楽太鼓による鉄
槌が再度振り下ろされ、序奏部はそのまま打ちひしが
れていく。この軍楽太鼓は第四楽章の最後から都合
12発打ち込まれるが、さすがのマーラーも１３という
不吉な数にだけは出来なかったのかな。

客：長大な序奏が終わると極端に短い主部が始まりますね。
主人：ここは救済主題とサロメ主題をアイロニカルにパロ

ディー化したものだ。彼にとってどうしても必要な救
済さえ、主部では嘲笑の対象になってしまう無惨さが
痛ましいね。この主部の狂乱が盛り上がると、突如と
して第一楽章のカタストロフが回帰する。そして又も
トランペットにより再びＡの絶叫が炸裂するが、今度
はサロメ主題に装飾され、このＡがマーラーを滅ぼす
「悪女サロメ」としてのアルマの主題である事が遂に
明らかにされる。

客：マーラーの最後の心のよりどころであったはずのアル
マがここで牙を剥き出すんですね。

主人：しかもここでのAの絶叫は強烈なG音を伴っている。
これはグスタフのGではなく、愛しいアルマを奪った
グロピウスのGではなかろうか。そして絶叫が絶頂部
に達した時、それに対峙するかのように第一楽章冒
頭主題が、今度はヴィオラでなくホルンによって朗々
と奏される。

客：だいぶマーラーのことが分かってきましたよ。ホルンで
あることにも意味があるんですね。

主人：ご明察。ホルンによって奏される事により、この主題が
実はヴァーグナーの楽劇「ニーベルンクの指環」の主
人公である英雄ジークフリートの主題（楽劇でもホル
ンで演奏される）にインスパイアされていることが明
らかになる。マーラーは基本的に自分の交響曲の中
で自らを英雄として描いている。即ち全曲を統べるこ
の主題こそ英雄マーラーを表す主題だったんだ。

客：つまり全曲の、というより彼の全作品の中で最も緊迫
した場面の頂点で、アルマとマーラーが激突するんで
すね！

主人：そう。この劇的な対峙のあと、緩やかに美しいアダーヂォ
へと還ってゆく。壮絶な対決を経て、マーラーの中で
アルマは「悪女（サロメ）」から「聖女」へと変容したの
であろうか。美しいアダーヂォがヴィオラ・チェロの強
奏で断ち切られると、マーラーは最も言いたかったこ
とを声高に語りだす。それは熾烈な弦楽合奏を主体
とした、マーラー生涯で最後にして最高の絶唱とな
る。私は現世を愛する、生を愛する、そして何より妻ア
ルマを愛する。9番のように現世との別れであったり
諦念であったりとは真逆の、異様なまでの生と愛への
執念が溢れ出る。ここでは救済主題だけでなく、9番
終楽章にも登場した『トリスタン』の愛のモティーフ
（ターン音型）、そしてマーラーが最も大切なことを言
う時に用いる五連符を投入してまでも、不貞の妻アル

マを容認し、凄まじい気力をもって再び生をつかみと
ろうと欲している。9番が現世から去っていかざるを
得ない事実の容認と諦念であったのに対し、10番は
更に深い絶望の中から、アルマの愛を欣求し容認と肯
定を謳いあげる血を吐くような祈りの歌となったのだ。

客：１万人以上の人々を看取り、心を慰めてきた精神科医
キューブラー=ロスが、半身不随となって苦しみぬい
た最晩年に、それまで人々を慰めてきた自らの言葉を
全否定したのと同じ位、9番から10番への変貌は烈し
く強烈なものだったんですね！

主人：その烈しい絶唱が優しく収まり、一音一音別れを惜しむ
ように慈しんでいた弦楽器が次第に静まっていった沈
黙の中から、劇的な弦のグリッサンドによる13度（！）
の跳躍がなされる。ここは自筆譜で2種類のスケッチが
残されていて、その両者に全く同じ「お前のために生き!
お前のために死ぬ!アルムシ（アルマの愛称）!」という
感動的な言葉が書かれているんだが、どちらも正にグ
リッサンドの下に「アルムシ!」の文字があるんだ。そし
てその「アルムシ！」の跳躍が行われた後、最後に救済
主題が奏され、この深遠な音楽は穏やかに虚空へと消
えていく。生きる意味や永世に到達し得るかをひたすら
思索し続けた男が最後に辿り着いたのは、愛する者へ
の「赦し」の一念だったんだね。

客：しかし１３度の跳躍というのは随分不吉ですね。2つの
スケッチがそうなっているのなら、それがマーラーの必
然だったんでしょうが。

主人：この結末がアルマを取り戻した充足なのか、アルマを
赦し求めてもなお、その手からアルマがすり抜け、マー
ラーは空しく虚空をつかまざるを得ない悲劇であるの
か。その断定は誰にも出来ない。コルンゴルト『死の都』
ラストで主人公が過去の妄執を断ち切り旅立つのか、
どこまでも過去に搦めとられ死を選ぶのか、どちらとも
解釈できるのと同じだね。

客：あなたの長いお話を聞いていたら終電どころか、もう
「西の空に明けの明星が輝く頃」になっちゃいましたよ。

主人：なんでそこで『ウルトラセブン』最終回のモロボシ・ダン
のセリフを引用するんだよ。

客：なんたってこれがマーラー全作品の最終回ですからね。
で最後にうかがいたいんですが、水響のマーラーチクル
スはいつ完結するんです？

主人：何言ってるんだ、今日の10番でめでたく完結するじゃ
ないか！

客：何言ってるんですか。僕が言ってるのは第2チクルス
の話ですよ!
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♦常任指揮者
齊藤 栄一
 

♦コンサートマスター
森 勇人

♦ファーストヴァイオリン
石塚 章子
伊藤 拓也
伊藤 雅也
岡村 昂洸
織井 奈津乃
櫻田 泰斗
笹部 尚大
鈴木 牧
髙橋 広
竹内 遥香
西沢 洋
藤本 葉野
前田 啓
米嶋 龍昌
劉 守珩

♦セカンドヴァイオリン
伊東 陽子
葛 一馳
片山 なつみ
加藤 峻一
黒川 夏実
小林 美佳

◎砂川 湧
高原 苑
滝澤 蘭

本演奏会でご指導いただいたトレーナーの先生方（敬称略）　　　　林 憲秀、古野 淳、三橋 敦、柳澤 崇史、山田 裕治

水星交響楽団運営委員会

運営委員長：植松 隆治
選曲委員長：大山 司
コンサートマスター：森 勇人
弦楽器インスペクター：刈田 淳司
木管楽器インスペクター：中澤 高師
金管楽器インスペクター：植松 隆治
打楽器インスペクター：山本 勲

水星交響楽団
土屋 和隆
徳地 伸保
永井 翠
諸岡 咲良
吉村 昭彦

♦ヴィオラ
伊奈 裕貴
井上 響子
岡本 裕二
金子 美歩
木村 納
佐藤 蒼太
谷田 晃朗
土谷 夏仁
錦見 容代

◎西田 実
三上 さやか
山田 萌乃香

♦チェロ
稲葉 理乃
小野 祐子

◎金澤 直人
北岡 正英
首藤 ひかり
鈴木 皇太郎
橘 温子
中山 憲一
中山 佐知子
日吉 実緒

♦コントラバス
石附 鈴之介
上野 未夢
大西 功
片山 朔杜
刈田 淳司
草山 雄杜
小島 辰仁
壽川 賢太

◎田中 文彬
花田 信彦

♦フルート
大山 司
刈田 淳子
斎藤 美唯

◎中澤 高師
本田 洋二
村上 芳明

♦オーボエ
菅野 勇斗
黒川 達郎
齋藤 暁彦

◎寺田 吉太郎
野口 秀樹

♦クラリネット
市村 広奈
越智 健介
刈田 瑞季
清水 樹土

馬場園 真吾
◎前中 悠輔
横地 篤志

♦ファゴット
金子 裕亮
川井 千菜都
久村 友理奈
冨井 一夫
野口 滉太

◎萩田 智樹

♦ホルン
伊集院 正宗
大高 直哉
岡本 真哉
◎島 啓
清水 颯太
田村 和俊
山崎 智哉

♦トランペット
淺田 健二
家田 恭介

◎岩瀬 世彦
金子 恭江

♦コルネット
倉林 佳祐

♦テナーホルン
犬竹 守

♦トロンボーン
小林 威之
櫻井 統
佐々木 英王

◎佐藤 幸宏

♦テューバ
植松 隆治
柏崎 優芽

♦パーカッション
上田 祥太朗
岸 敦子
鈴木 海里
芹澤 美津穂
高橋 淳
高橋 奏良

◎椿 康太郎
箱田 健太
福田 茉佑
山本 勲

♦ハープ
東森 真紀子
矢澤 みさ子

♦チェレスタ
山形 リサ

♦ギター
田口 尋夢

楽譜：伊集院 正宗、野口 秀樹
ステージ・マネージャー：櫻井 統
会計：淺田 健二、砂川 湧
運搬：刈田 淳司
広報・受付：市村 広奈、岡本 真哉、土屋 和隆

東海林 拓人
プログラム企画：伊集院 正宗

チケット：清水 樹土、前中 悠輔
レセプション：越智 健介、清水 颯太

清水 樹土、馬場園 真吾
チラシ、プログラムデザイン：水本 紗恵子

◎＝パートリーダー



～次回演奏会のご案内～

水星交響楽団 第70回定期演奏会
40周年記念シリーズ vol.2

＜福島公演＞　2025年11月2日（日） 13:30開場　14:00開演（予定）  
ふくしん夢の音楽堂（福島市音楽堂）

＜東京公演＞　2025年12月27日（土） 12:30開場　13:30開演（予定）
ミューザ川崎シンフォニーホール

指揮　齊藤 栄一

♢レスピーギ　交響的印象「教会のステンドグラス」
♢ブルックナー　交響曲第8番 ハ短調

水星交響楽団ホームページ   https://suikyo.jp　　　問い合わせ　info@suikyo.jp


